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女の子が学校に行けない原因
①危険な通学路(男女共通）
➁不安定な衛生環境(女子ならでは）
　生理や、不備な女子トイレ、手洗い場など
③宗教、民族的な差別偏見(第三者のには解決困難)

女子も安心して教育を受けられるようにするには……
→衛生環境を改善するよりも先に女の子の識字率をあ
げ、生きるための知識を習得させることの方が大切！

女の子の識字率を上げるには
今ある環境を完全に変えることは不可能
＝現状学校に行けていないのをすぐに改善することは
できない
→学校に行かなくても受けられる教育が必要
家でもできる学習方法として絵本を提案したい！

まとめと今後の計画
　 数々の発表の場を通して様々な国の方と交流するこ
とができ絵本制作の面からも国際的な面からも私達の
探究活動を深めていくことができたことに加え、異文
化について知ることの難しさを身体で体験した。絵本
完成に向けてのプランを検討し作成したので私たちだ
けでなく同じ意志を持つ方々に引き継いでもらい、国
際問題解決への小さな一歩を踏み出すきっかけになっ
てほしい。

調査・分かったこと・考察

①高校生カンボジア
オンラインスタディツアー(2022.8.5~8.6)

活動内容
・寺子屋への訪問と生徒との交流
・寺子屋を運営する事務所への訪問
・現地の方々の自宅訪問
・参加校との意見交換

分かったこと
・明かりがない→明瞭なデザイン
・自宅での学習は読書のみ→絵本が最適！

・寺子屋ではクメール語と英語orフランス語を学習

②たげんごオリジナル絵本の会への
インタビュー(2022.12.9)

主な参考文献
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https://www.unicef.or.jp/partner/agnes/niger/base_info.html　https://tagengo-orijinal-ehon.com

 

研究内容・目的
「女の子の識字率を上げるために

できることは何か」
女子の識字率の向上は本人のためだけでなく、経済成
長の促進や子供の死亡率の低下、貧困の改善に繋がる
〈例〉薬の説明書が読めるようになる→子供に正しく
薬を与えられる→死亡率が下がる

仮説
学校に通えない子どもたちでも言語や衛生知識を身に
つけられるような教材・絵本を考案、作成する。

世界の女の子の識字率を上げるための提案
−女の子の識字率が上がれば世界が変わる！−

中学入学率
男子：41%
女子：39%

探求50班

絵本を視覚的に分かりやすい教材に

絵本による効果

ここを結びつける！

学んだこと
・現地の事情を知る人との深
い交流が大切。時間をかけて
一冊に取り組む
・絵本の発信方法
→SNS、動画など
音声をつけることができる

今後の活動方針
絵本の対象国をカンボジアにし、

本格的に絵本作成を進める
・言語･･･ 英語(クメール語にも挑戦）
・内容･･･ ①言語習得に役立つ内容
                 ②衛生面の知識習得に役立つ内容

作成に向けて
・歴史、文化を文献調査
・留学生にアポイントを取れないか確認
・同様の活動を行う他の団体の活動調査
・絵本作成プランの考案

アドバイス
・カンボジアと南スーダン
　内容合わせる
・調査行った時期を書く
・文字量を減らせ

カンボジア初等入学率
男子68％
女子79％

認知度が低い

男性よりも、
女性の方が世界的に
識字率が低い
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